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角 膜 中 心 部 厚 と 年 齢 と の 関 係(m2, 表5)
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要  約

5 歳から90歳までの473人, 938眼の角膜中心部厚を測定した結果,角膜中心部は加齢に従って薄くなること,

また30歳位までは,比較的早く,それ以後は徐々に薄くなることが判明した.男女差及び左右差はみられなかっ

た. また正視眼よりも近視眼の方が, 角膜中心部厚は厚いという結果となった.( 日眼 91 : 415-419, 1987)

キ ーワ ード: 角膜中 心部 厚, 加齢 変化, 屈折 度, パ ーク ストラ イド社 製角 膜厚 計

Abstract

Central corneal thickness was measured using a Haag-Streit pachometer. The measurements were

performed on 938eyes of patients aged 5 t0 90years old (average 51.5years),  free from diseases that

affects the corneal thickness. Analysis of our cases indicated that the cornea became thinner with

increasing age. The thinning process was relatively rapid before age 30, but slow thereafter. No

difference was found between males and females or between right and left eyes. And our results

disclosed that corneal thickness was greater in myopic eyes than in emmetropic eyes. (Acta Soc

Ophthalmol Jpn 91 : 415-419, 1987)
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I 緒  言

角 膜厚 の測定 は,1800 年 代 よ りおこ なわ れて おり,

報告 数 も多い 昿 加齢に よ る角膜 厚の 変化 につい て の

調査 は少 ない. またそ の報告 も, 加齢 に よる変化 につ

いて, 結 果が 相反 す るもの があ り, 明 確で ない. 今回

我 々は比 較的多 数の症 例につ いて 調査 し, 加齢 によ り

角膜 厚が 減少し て卜 るこ とを確 認した ので 報告 する.

II 測 定 方 法

Goldmann 900 型 細縢 灯顕 微鏡 に, Haag-Streit 社 製

のPachometer を装 着し て測定 し た. こ の装置 では,

複数回 の測定 に より0.001mm まで測 定可 能で ある が,

時 間的制 約 から0.01mm まで読 み取 り, 角 膜 曲率半 径

を測って補正表を用いて, 角膜中心部厚を計算した.

角膜中心部の決定には, 緇縢光が正面から入るので,

それを固視させ, 上下方向については, 上下の瞳孔縁

を基準にして, 中央になるようにした.

Ill 対  象

1984年8 月20日から, 1985年3 月28囗の間に長野県

厚生連北信総合病院眼科を受診した患者の一部につい

て調査した. 年齢は5 歳から90歳までで, 平均51.5歳

である. 測定眼数は938眼(473人で片眼のみ測定8 人)

である.測定時刻は,午前9 時から12時までの間であっ

た. 角膜厚に影響を及ぼすと考えられる疾患のある眼

は除外した. 眼圧については,10 歳以下の小児を除い

て, ほとんどすべて測定し, いずれも10̃20mmHg
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Fig. 1 Central corneal thickness and age and sex.
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Fig. 2 Central corneal thickness and reflaction
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Table l

角膜中心部厚と年齢との関係・西山他

Age
(y)

Men χvomen

N0 0f
eyes

Corneal
thickness
(mm 士SD)

NO  of
eyes

CO rneal
thickness
(mm 土SD)

5- 9

10-19

20 29

30- 39

4(卜49

50-59

60-69

70―79

80 ―9( 

26

26

14

45

88

138

34

44

8

0,595 士0.031

0 ,578土0、036

0.541 士0.0 18

0,557 士0.0 31

0.540 士0.039

0.548 土0.034

0.521 土0.036

0.520 土0.0 28

0.538 上0 .0 19

凵

6y

46

36

茄

50

70

167

50 

0 .606卜0.015

0、567上0.038

0.552 上0 .027

0.540 上0.031

0.547 上0 .031

0.532 上0.( 26

0.532 上0.037

0.523 二〇.035

0.527 ヒ0.031

total 423 0.547 土0.039 515 O 、538士0.038

(Nishiyama et 油

(Applanation) の範囲内であった.

IV 結  果

結果はTable 1̃3 及びFig. 1̃2 に示した. Table

1及びFig. 1は,10 歳毎の平均値について作成したも

ので, 角膜中心部厚は, 加齢に従って減少することが

判明した.また30玳までは比較的早く,それ以後は徐々

に角膜厚は減少している.80 歳から90朧については,
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症例数が少ないために少し厚めになったものと思われ

る.

角膜中心部厚と年齢との間の相関係数及び回帰直線

を調べてみると, Table 2 のようになる.5̃30 歳,31

歳以上の範囲でいずれも有意水準1% では有意な相関

が認められた.

男女差については, ほとんど差はみられなかった.

なお, ここには示さなかったが左右差はほとんどみら

れなかった.

屈折度のちがいによる角膜厚の変化について, やは

り10歳毎の平均値について作成したものをTable 3 及

びFig. 2に示した. なお, ここでは男女差はないもの

として男女あわせた結果を示した. 全年齢についての

正視眼(  ―1.50D 以上で, +1.50D 以下の屈折度) と近

視眼(  ―1.50D より強い近視) の平均値の差の検定結

果では, 有意水準1% で有意差がみられた. これから,

全年齢についての合計では, 近視眼の方が正視眼より

も角膜中心部厚は厚いという結果となった. ただし各

年齢毎に対応させた検定では, 有意差は認められな

かった.

V 考  察

角膜中心部厚は,19 世紀より測定されており, 諸報

Table 2

Age  (y) Regression equation Regression coefficient

5 30  

31-

Y  - - 2 935×1(卜3X 十〇.6176

Y=  -7.921  XlO-'X 十〇 .5815

r=  -0.5447 p  < 0.01 (t-test)

r=  -0.2863 p く0.01  (t-test)

X : Age (y)

Table 3

Y:Centra 】corneal thickness (mm)

Age  (y)

EmmetrO  pia
-1.5(  D≦ < 十1.50D

Myopia
<  -1.  SOD

Hyperopia
十1.50D  <

No of
eyes

Corneal
thickness (mm)

No of
eyes

Corneal
thickness (mm)

NOO  f
eyes

Corneal
thickness (mm)

5- 9

10-19

20-29

30-39

剥-49

50- 59

60-69

70-79

80 -90

40

55

38

58

8り

164

90 

汀j

42

0.599

0.576

0.545

0.543

0.538

0 .543

0.52G

0.521

0.524

J7

33

22

23

19

22

口

15

8

-

0.561

0.557

0.566

0.553

0.550

0.530

0.517

0.545

一

一

= ■

一

一

(2

匚3

23

8

-

-

-

-

-

0.600)

0 .597)

0.535

0.535

total 749 0.540 土0.039
-

153 0.551 土0.037 36 0.544 土0.038

(Nishiyama et al)
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Table 4

Age  (y) No of eyes
Corneal

thickness (mm 上SD)

5―10

11-20

21-30

31 ―4( 

41―50

51 ―60

61 ―70

71 ―80

81-90

10

10

10

10 

H)

10

10

10

10 

0.535 士0.015

0 . 535士0.02

0.532 土0.008

0 523 士0.019

0.516 土0.022

0.518 土0.016

0.517 士0.027

0.515 土0.(n4

0.501 士0.032

Table 5

(Kamiya10 1973)*

Age  (y) No of eyes
Corneal thickness

(mm  + SD)

3-4 days

l month

3 month

20―29

30-39

40-49

50―59

60-69

70―79

24

13

8

54

17

12

20 

39

34

0.535 上0.03ぐ*

0 .534士0.036* ゛

0.508 土0.0 22**

0.516 土0.0 17

0.516 土0.022

0.515 上0.017

0.518 土0.019

0 51(  土0.019

0.509 土0.012

(Sawa11 1986)*

* Using Haag-Streit pachometer

** Using ultrasonographic pacho  meter

告を みる と, 0.490̃0.583mm の範 囲で あ る1)̃I". た

だし こ れらの中 に は, 測定 眼 数の 少な いも のが多 い.

比較 的多 数を 調べ, また 年 齢と の関連 の記 述のあ る報

告 に よって も, 加齢に よる変 化 につい ては, 変 化が な

い と する もの6)7),減 少傾 向を 認めて い る とする ものlo)

があ り, 明 確な 結論 は存在 しな い. 今回 の我 々の調 査

に よれば, 明 らかに 加齢 によ り角膜 中心 部厚は 減少 し

てい くこ とが判 明し た. これ は神谷lo'の報 告に 最 も近

い もので ある が, 我 々の 結果 の方 が, 若 年者 につい て

の角 膜中 心部 厚は かな り厚 くな ってい る(Table 4).

角膜 の厚 さは新 生児で ピ ークとな り,2̃4 歳位で

成人 の値に近 づ くと 言われ てい るがll)12),図1 によ れ

ば,30 歳位 まで は比較的 早 く減 少し, そ の後は 徐 々に

減少 する こ とが判明し た. 今回 の報 告で は4 歳以下 に

つい ては, 検査 が困 難な 為に 実施し てい ない. 最近 超

音波 を用 いた 計測法 が開 発さ れて おり, 幼小 児 の角 膜

厚 につい て も今後 詳しい 検討 がな され るであ ろ う. た

だ し 精 度 の 面 で はHaag-Streit のPachometer の 方

日眼会誌 91 巻 4 号

が正 確で あ る101 (Table 5).

角 膜厚 が 加齢 によ り減少 す るこ とに関 する明 快な解

釈 は存在 し ない が,角 膜 の含水 率の低 下 が考 えら れる.

一 般に 角 膜 厚 に 関 与 す る因 子 とし て は, ①Stromal

swe Ⅲng pressure, ②Epithelial and endothelial  t〕ar-

riers,③Endothelial pump, ④Intraocular pressure,

⑤Evaporation な どがあ げ られて い る¨). この うちで

も③ が重 視 されてい る が, 正 常眼 で も内皮 細胞 数と角

膜 厚 との 相関 は ない8)とい う報 告 もあ り, 議論 の 多い

点 であ る. ④ につ いて も, 今回 は正常 眼圧 者 のみの 調

査 であ り, 相 関 があ るとは 考え 難い. 加齢 に よ り上皮

細 胞 及 び内 皮 細 胞 共 に 徐 々に障 害 を 受 け て い る わ け

で, 実際 には, ②, ③, ⑤ な どが 複雑 に関与 してい る

のであ ろ うと 思わ れる.

角膜 の厚 さ につ い ては, 前 房深 度 とは異 な り, 個 人

差はそ れ ほど 大 きくな く, 今回の 測定で は0.43̃0.66

mn! の範 囲内 であ った. し かし上 記 のよ うに年 齢に よ

りかな り値が 異な るので, 単に全 年齢 の平均 値 を比較

して も意 味が ない.

男女差 につ いて は, 差が ない と する もの とlo),女性 の

方 が薄い とい う報 告6)9)があ る. 今回 の結果 では, 明 ら

かな差 は認 めら れな かっ た(Table 1 とFig.  1).

左右 差につ い ては, な い とする報 告 がほ とん どで あ

り, 我 々の結果 で も差は 認め られ なか った.

屈 折 度 に よ る 相 異を 調 べ て み る と, Table 3 及 び

Fig. 2 の ように, 近 視眼 の方が 正視 眼 よ り も角膜 中心

部厚は 厚い とい う結果 となっ た. 文 献で は, 近 視眼 の

方が 薄い とい う報 告が 多 いが2)13) 変 わ りな い と報 告

して い る もの もあ る气 遠視 眼(  + 1.50D よ り 強い 遠

視) につい て も, 平 均値 で みる と, 同年 齢 の正視 眼よ

り厚 い とい う結 果 とな った がう 調査数 が少 なく, 統 計

学的 に も有意 の差 はみ られ なか った. 近視 眼の力 が角

膜 厚が 薄い のは, 後部 と同 様に前 部眼 膜の 伸展 による

ものであ ろ うとい う説13'があ るが, 今回 近視 眼の方 が

厚 くな った理 由は 不明 であ る.

VI ま と め

①5 歳 から90 歳 まで( 平均51.5 歳) の938 眼につい

て, 角 膜中 心部 厚を 測定し た.

② 加齢 に より, 角 膜中 心部 厚は減 少し,30 歳位 まで

は比 較的 早く, その 後は 徐 々に減 少して い くこ とが判

明し た.

③ 男 女に よる差 はみ られ なか った. また左 右差 もほ

とん どみら れな かった.
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① 令 年 齢 の 介計 で は, 近 視 眼 の 方 が¦¦……¦¦と¦¦艮よ り も 角

膜 中 心 部 厚 は 厚 い と い う結 果 と な っ た.

最 後に 御桁 導, 御校 閲 を賜 りま した 恩 師 瀬 川 雄 モ教授 及

び良 たに 多 人な 協 力を し てい た だ いた 北 信 総 飼I鵑 れ 俘 佃)

竹 様に 深 謝い た し ます.
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